
iPad を活用した活動報告書(魔法のじゅうたん)安来市立赤江小学校 

 

1. 基本情報 

(ア) 報告者氏名：井上賞子 

(イ) 報告書記録日：平成 25 年 2 月 22 日 

 

 

2. 対象児 

(ア) 対象児 

・Ａ児⇒6 年/12 歳 書きの困難と、コミュニケーションの苦手さを持っている。 

    5 年時から、ipad を使った介入を行ってきている。 

    今年度は、昨年度までの学習への手だてに加えて、iPad を「やりとり」

のツールとしての活用を行った。 

       ・Ｂ児⇒5 年/11 歳 読み・書きの困難を抱えている。 

        4 年時から iPad を使った介入を行ってきている。 

           今年度は、前年度に行っていた「書き」への支援に加えて家庭学習の機会  

       も活用しての「読み」を支える手だてを行った。 

 

 

3. 活動目的 

(ア) 当初の目的やねらい 

○Ａ児について 

・思いを伝える手だてとして、自己表現の方法を広げていく。 

・安心してやり取りができる中で、伝えたい思いや伝わるという見通しを支えて

いく。 

・やりとりのマナーや楽しさに触れる機会を広げていく。 

        ○Ｂ児について 

       ・家庭学習の中に、学校で行っている有効な手だてを位置づけていく事で、自己解  

    決の手だてとして定着させていく。 

    ・家庭学習という日常の中に学びやすい手だてを取り入れていく事で、学習の定着  

    をより確かなものにしていく。 

 

(イ) 実施した期間：24 年 4 月から 25 年 2 月まで 

 

(ウ) その活動の実施者 : 井上賞子 

 

(エ) 実施者と対象児との関係 : 担任 

 

 

4. 活動内容と対象児の変化 

Ａ児について 



(ア) 事前の状況 

 ・理解は高いが表出に苦手さが大きい。 

 ・自分の気持ちを伝える場面等では、固まってしまって言えない事が多く、希望や  

  願いもなかなか伝えられない。 

 ・やり取りが成立しにくく、一方的になりがち。 

 ・下学年の子ども達との関わりを好む。 

 

(イ) 具体的内容 

○使用したアプリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○使用場面 

・校外学習時⇒メール・カメラアプリ 

・日々のやりとり⇒交換日記アプリ 

 

○具体的な使用状況 

☆児童交流での取り組み 

 

 

○カメラ＋メール 

・状況を写真に撮り、簡単なコメントをつけ

て送る事で、役割を果たす体験につなげる。 

・送ったものを受けてもらったり、反応を返

してもらう事で、やり取りの楽しさを感じる

機会にする。 

○交換日記 

・相手の反応を待ってこちらからの反応を返すというルール

を体感する。 

・自分の思いを伝える場として活用する。 

・「聞いてもらえる」「受け取ってもらえる」という安心感に

つなげていく。 



・ポイントを決めて写真を撮り、簡単な文章を添えて職員室にメールで報告する仕事

を担当。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• しおりの行程に合わせて、１３回メールを送った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員室の掲示板 

しおりの行程表 

Ａさんからのメ

ールと写真 



• しおりで「メールをする」場所や時間を確認しながら過ごす姿が見られた。 

• 返信をもらい、とても喜んで他の子にも知らせていた。 

• 学校に帰った時、たくさんの先生から報告のお礼を言われ、うれしそうだった。 

 

• 児童交流で行った取り組みを、日常の中で生かす機会になかなか広げられなか

った。 

• 随時写真を取って記録した事や学校との連絡を行ったことは、それぞれ良い面

があったが、携帯電話やデジカメでも十分可能だったと感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆「交換日記」を使った取り

組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・写真も送れる。 

・交換日記を作成。 

・相手が返事を書いて送る

と、自分のテーブルの上に届

く。 

・日記が回ってきていないと

きは、返事が書けない。 

・ページがつんだ日記は、本

棚に入り、読み返すことがで

きる。 

閲覧ややり取りの回数でポイントがたまり、アイ

テムをゲットして模様替えができる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ウ)事後の変化 

・発信が、増えてきた。周囲に声をかけたり、担任に「こんなことがあった」と

話すことが増えた。 

・日常の場面の中で「ありがとうございます」や「こうしてほしいです」といっ

た言葉が、促されなくても、とっさにスムーズに出てくるようになってきている。 

・低学年に「チャイムが鳴ったよ」と促したり、大人とのやり取りの中で「困り

ましたね～」とおどけるような姿が出てきた。 

・交換日記で話題にした事の声をかけると、とても嬉しそうな様子になる。 

・週末に書いている日記にも、出来事だけでなく気持ちを書けるようになってき

ている。 

• 交換日記という形を取った事で、「返事を待つ」ということが、できるように

なった。 

• 気持ちや考えをたくさん伝えてくれる場になっている。 

• 「応えてくれる」「伝わっている」という事実の積み重ねが、信頼や共感につ

ながっている気がする。（担任して６年、初めて「井上先生だいすき」と言っ

て（書いて）くれた。6/20,7/11） 

• 「伝わる」という実感が「伝えたい」という思いになってきていることを感じ

る。 

• 交換日記の中の変化だけにとどまらない、広がりを、担任だけでなく関わる大

人や友人が感じてる。 

• A 児からの発信が少なかったこともあり、今まで把握できていなかった彼女の

興味関心の対象を共有できたことで、日常の話題が広がった。 

 

・6/6 にスタート。 

・2/２2 現在、日記は 9 冊目。 



 
   

※周囲が感じている A 児の変化 

 

○交流級の担任より 

・集団の中で動けなくなるような場面がほとんどなくなった。 

・以前は個別に声をかけてもなかなか反応が返らないことが多かったが、この頃

はただうなづくとかだけでなく、言葉でどうしてほしいと伝えてきたり困ってい

ることを話せている。 

・グループ学習の場面でも、意見をたくさんいうわけではないが、意思表示がで

きるようになってきた。 

 

○交流級の友達より(「A さん、6-2 でどんな感じ?」と聞いた) 

・6 年間一緒のクラスだったけど、このごろやっと「慣れてくれたのかな」と思

うことが増えました。 

・なんか、馴染んできてます。 

 

○校長先生より 

・運動会の後、自分の姿を見て駆け寄ってきて「運動会、がんばったよ」とにこ

にこ笑顔で話しかけてくれた。 

・今までは挨拶の言葉をこちらからかけると返してくれる程度だったので、驚い

た。 

 

○委員会の担当より 

・委員会の話し合いで、自分のしたいことが言えるようになってきた。 

・こちらからの働きかけへの反応が、以前よりずっといい。 



☆やりとりの広がりを意図して「A 先生」の取り組み 

 

・6 年生になり、様々な場面で成長が見られる A 児のやりとりの力をもっと広げていきた

い。 

・「役割を果たす」「誰かのためにがんばる」といった活動を、教科学習の中でも体験させ

ていきたい。 

 

 

 

○使用したアプリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○使用した場面 

・週に 1 回程度、国語の時間の最初の活動として取り組んだ。 

 

 

 

○KesiKesi 

・簡単にスクラッチカードが作れるアプリ。 

・漢字あてクイズで使用。 

○i 暗記 

・単語帳の作れるアプリ。 

・読みクイズで使用。 



○具体的な使用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 



○事後の変化 

・「A 先生」と呼ばれることをとても喜んで、意欲的に取

り組んだ。 

・わからないことがあると、自分で大辞林や筆順辞典を使

って調べるなど、既習事項を活用する姿も見られた。 

・「この漢字は似てるから間違いやすいよ」「この読み方は

２年生はまだわからないかも」など、相手を意識して準備

に取り組むことができていた。 

・２年生が困っていたら、担任からの指示でなく、自分か

ら黒板に走って行ってヒントを書き始めた。 

・手を挙げた２年生に当てるときに順番を考えていたり、

できた時には「すごいね」とほめるなど、場に応じた対応

ができた。 

・回を重ねるごとに「言われて」でなく、「自分で考えて」

行動する姿が増えている。 

 

 

 

 

Ｂ児について(ふでばこの報告の一部と重複します) 

(ア) 事前の状況 

○読みにかかわる状況 

・音読は苦手で、やりたがらない。 

・ルビをふって読むが、なかなか定着しない。 

・簡単な漢字でも、読めないものが多い。 

・たどたどしく読むため、なかなか意味理解につながっていかない。 

 

（イ） 具体的内容 

 

☆「読み」の困難に対してのアプローチ 

 

○使用したアプリ 

 

 

 

 

○使用場面 

・国語の時間、新単元に入る前にデッキを作成。 

・毎日の家庭学習の音読の前に、単語帳として練習。 

 

 

 

i 暗記 

・単語帳が作成できるアプリ。 

・出来上がったもので練習するだけでなく、入力する

こと自体も活用して読みの定着につなげる。 



○具体的な使用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 例) 「招く」というカードを作る際 

 

    ・カードにする熟語を確認「招く」 

    ↓ 

  ・なんと読むかを確認して、カードの表を入力 

   「ま ね く」 

    ↓ 

  ・出てきた候補の中から、熟語を探して選ぶ「招く」 

    ↓ 

  ・カードの裏に読み方を確認しながら入力「まねく」 

 

※カードを作る際に、繰り返し「まねく」という熟語の読み

方を確認し、さらに打ち込むことで、この作成段階でかなり

覚えてしまう姿が見られた。 

・新出漢字をドリルを見ながらカードにしていく 

   ↓ 

・新しい単元を全文音読 

   ↓ 

・読めなかった熟語をカードにしていく 

   ↓ 

・家庭学習で、カード練習に取り組む。 

   ↓ 

・カード練習後、その単元の音読に取り組む。 

入力時 

・ドリルや教科書を見なが

ら入力。 

・入力するために、対象の

熟語をなんと読むか「音」

にして繰り返し想起する様

子が見られた。 

繰り返し 

「音」を意識!! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）事後の変化： 

・以前は、漢字練習をしても、今練習した漢字の読みを今答えられなかった。 

・担任が作った漢字カードを練習に使っていたこともあるが、「答えを見て確認していい」

というルールでくり返していても、なかなか定着していかなかった。 

・それが、ドリル作成の段階で何度も漢字と読みを見比べて確認することで、まず練習し

てすぐのものが答えられるようになっている。 

・また、iPad を持ち帰って、家庭でも宿題として読みの練習をすることで、以前なら考え

られなかったような漢字を読める場面も増えている。 

・単元に入る前に新出漢字をこの方法で学習しておくことで、音読もスムーズになってき

ている。 

・音読の際、もごもごと小声でごまかす事がなくなった。 

・休憩時間に、漫画や図鑑やことわざなどの本を読む姿を見かけるようになった。 

・漢字が読めるようになって、音読の流暢性が驚くほどあがっている。また、それに伴っ

て、意味理解もスムースになって来た。 

・新しい単元に入る一週間前程度からこうした取り組みを繰り返しておく事で、学習がス

タートした時には、5 年生の教科書がほぼすらすらと読める状態になっている。 

・「漢字が読める」状態での音読の様子から、B 児の音読や意味理解の際に見られた課題の

多くは、「漢字が読めない」ことから来ていたことがわかった。漢字が読めることで、その

先の学習が、とてもスムーズになってきている。 

・2 学期から単元に入る前の漢字の事前学習を支援学級で行った上で、国語は交流学級で

行っているが、特に個別の配慮がなくても、問題なく参加できている。 

 

 

5. 報告者の気づきとエビデンス 

(ア) 報告者の気づき 

○A 児、B 児それぞれへの活用の中で 

カード練習時 

・ わかったカードは上へ、わから

なかったカードは下へと振り分け

ていける。 

・再挑戦する際は、わからなかった

カードだけが表示されるので、見通

しが持ちやすく、繰り返す意欲にも

つながっている様子だった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ○端末の選択について 

3G なのか wifi なのか携帯なのか 

・A 児の児童交流の実践は、移動しながらということもあり、3G であることが

必要だった。一方で、携帯電話でも可能だったと思う。彼女の将来的な手だてと

しても、こうしたものは携帯の方が選択肢が広がると感じた。 

・A 児の交換日記の実践は、彼女の伝え合うことへの意欲付けにとても有効だっ

たが、「家庭」⇄「担任」という構図だったので、wifi 環境があれば大丈夫だった。 

・B 児の家庭学習での活用は、ネットの回線がつながっていなくてもできるもの

だった。 

○家庭に持ち出せるという良さ→有効に活用できた 

○どこでもインターネットにつなげるという良さ 

→今回の取り組みの中では、十分に活用できなかった 

 

 

(イ) 気づきに関するエビデンス 

A 児のケース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・最初のころは、自分の言いたいことを一方的に伝えてくることが多かった。こ

ちらからの問いかけや呼びかけに反応せず、話題がつながらないこともよくあっ

た。 

・だんだんと「質問」「お願い」といった内容が増えていき、その返信に「ありが

とうございます」「わかりました」といった反応が返るようになった。 

・長期休業中の頻繁なやり取りのころから、こちらからの問いかけにまず共感(返

信)してから話題に移るようになってきており、やりとりがスムーズになってきた。 

○Ａ児からの返信内容の変化（重複あり） 



 
 

・特に自分にとってあまり聞きたくない話のときは、全く無反応なこともあった

(日常でもその傾向は強い)が、こちらからの「きちんと考えて返事がほしい」と

いう呼びかけに、返信することができるようになってきている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・生理や中学生活への不安等、悩んでいる事を相談してくるようになった。 

・自分の好きな物や興味のある物への思いを、よく書いてくるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・担任への思いを伝えてくれる事がとても増えた。6 年間担任しているが、この

活動を行うまでは、聞いた事がなかった。(家庭で「悪口帳」をつけていて、叱ら

れた日は担任への不満を書いていると保護者には聞いていた) 

・「大好きです」「先生とはなれるのが寂しい」という肯定的なものだけでなく、

「井上先生はおこると恐いので怒らせないようにします」といった本音も書いて

くれるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・「お疲れ様です」「お元気ですか」「明日会いましょう」「応援しています」とい

った呼びかける言葉が増えてきている。 

・「嬉しかったです」「楽しかったです」くらいだった気持ちを表す言葉が、「会い

たいです」「気分がイイです」「忘れません」「大好きです」など多様になってきた。

「さびしいです」「ごめんなさい」「残念でした」というような言葉も出てきてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 児のケース 

○音読における熟語の読みの改善状況 

☆「世界で一番やかましい音」の単元 

・全文を音読し、最初に読めなかった熟語５２個。 

既習だが読めなかったもの 

・都・開けば・集まる・歌・昼間・王子様 

・六つ・大人・軍楽隊・不満・全員動員 

・全部・戸・同時・何百万・何千万・実現 

・最初・電報・伝書・間もなく・返事・正確 

・何月・連中・悪気・近所・同りょう 

・台なし・広場・集会場・注ぐ・極・以来・庭・指さす・気に入る・自まん 

・歴史・時計・聞く・積む 

新出漢字 

電報・職場・賛成・現在・再開・耕す・志す・快い・群れる・歩む 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• 6/6 に最初の音読をし、読めなかった５２の熟語のカードを作成。 

☆毎日の宿題で「カード練習＋音読」に取り組む。 

☆カード練習をした後、全文音読にルビなしで取り組んだ結果。 

• 6/11 → 読めなかった熟語５つ。 

• 6/15 → 読めなかった熟語３つ。 

• 6/20 → 読めなかった熟語０。 

☆カード練習を行わずに全文音読 

• 6/22 → 読めなかった熟語０。 

これまでは、単元の学習が終わった時点でも、ルビを消すと読めない熟語がか

なりあったことを考えると、「カード作成の後、カード学習→音読を繰り返す」と

いう手だては、B 児にとって効果的であったと考えられる。 

 

 

(ウ) 活動において特徴的なエピソード 

Ａ児について 

・Ａ児とは 6 年間一緒に学習をしてきているが、自分の思いを表現することに困

難が大きかった。１対 1 の指導場面でも、引き出すことはなかなか難しく、こち

らから「これは？」「あれは？」と問うことが重なると、より頑なになる姿が見ら

れた。ｉＰａｄは、彼女にとって、学びを広げるだけでなく、思いを伝える上で

も強力なツールになっていると感じている。 

・担任からの返事が早くほしいとき、こちらを見ながら「交換日記、きてるかな」

と言ってアプリを開く姿が見られた。「お返事が早くほしいことが書いてある

の?」と聞くと、満面の笑顔で「うん!」と答えていた。「じゃあ書こうかな」と書

き始めると、「待ってるよ」と言って、iPad をにぎりしめていた。書いている様

子をのぞくことはせず、「送信したよ」というと「やったー」と言ってアプリをあ

け、「来てる。来てる」とはずんで開いていた。 

・今までのやり取りを何度も何度も読み返しているようで、「このお話、前に交換

日記でもしたよね」というと、「したよ。これこれ」とさっと出して見せてくれた。 

・「こんなこと書いてるねぇ」とにこにこしながら読み返している場面も見られた。 

・国語の時間以外の場面でも、2 年生から「A 先生」と呼ばれると「何?」と駆

カード練習にかかった時間 

(クリアするまで) 

・作成直後⇒6 分程度 

・６/１５日以降⇒３～４分 



けつけて質問に答えたり漢字を教えたりする姿が見られた。 

・今までは、参観日や他の先生が授業を見に来られる場面では、いつもできてい

ることをしようとしなかったりとても不機嫌になることがよくあったが、A 先生

の活動については、だれが見ていてもあまり気にせずにやりとりすることができ

ていた。2 月の参観日では、保護者の方にもその姿を見ていただいた。入学当初

から、特に母親が見ていると投げやりな態度をとりがちだったが、とてもにこや

かに 2 年生とやりとりをしていて、家庭から「家では見られないぐらい、楽しそ

うな表情で勉強していてびっくりしました。」という感想が寄せられている。 

・担任がビデオをとっていることに気を取られていたら、「先生、次にいくよ」と

促してくれることもあった。自信を持って取り組んでいることを、随所で感じた。 

 

Ｂ児について 

・読める漢字が増えてきたことで、「わからん」と最初から丸投げせず、思い出そう

としたり、とりあえず熟語の中の読める漢字を声に出して考えたりする姿が見ら

れるようになった。 

・間違ったり忘れていても、「○○だよ」と言うと「ああそうだった!!」ということ

が増えた。 

・図鑑やマンガを手にする姿を見るようになった。(今までは、休み時間はプラレー

ルかブロックをしていることが多かった) 

 


